
                        

            

            

北条陸奥守平朝臣氏照公御影 

刻印「北条氏照像」（「義烈百人一首」をもとに 
故 小松敏盛氏が彫ったもの） 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
滝
山
城

跡
か
ら
少
林
寺
、
梅
坪
、
道
の
駅
ま
で
の

凡
そ
五
㎞
の
行
程
。 

 

滝
山
街
道
か
ら
大
手
口
・
天
野
坂
を
越

え
小
宮
曲
輪
へ
と
た
ど
る
。
こ
こ
か
ら
城

の
一
番
北
に
あ
る
山
の
神
曲
輪
ま
で
山
道

を
歩
く
。
眼
下
に
多
摩
川
と
対
岸
の
風
景

が
楽
し
め
る
所
で
あ
る
。
一
休
み
の
後
、

湧
水
を
溜
め
た
と
さ
れ
る
大
き
な
池
跡
を

見
な
が
ら
城
の
中
心
部
の
本
丸
へ
。
こ
こ

に
は
金
比
羅
社
、
霞
神
社
、
古
井
戸
が
あ

る
。
本
丸
を
あ
と
に
引
橋
を
渡
り
、
中
の

丸
へ
。
昼
食
後
、
二
の
丸
、
千
畳
敷
き
、

信
濃
屋
敷
跡
を
歩
く
。
屋
敷
跡
か
ら
脇
の

山
道
へ
と
入
り
、
御
嶽
神
社
へ
。
平
安
時

代
の
作
で
、
東
京
都
の
重
要
文
化
財
の
蔵

王
権
現
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
参
拝
し
て

元
の
道
に
戻
る
。
九
本
桜
、
氏
照
開
基
の

金
龍
山
少
林
寺
へ
。
こ
の
後
、
路
傍
の
地

蔵
を
見
な
が
ら
梅
坪
神
社
へ
。
こ
こ
に
は

榎
本
星
布
の
扁
額
が
掛
っ
て
い
る
。
道
の

駅
ま
で
歩
き
、
こ
こ
で
解
散
。 

①
滝
山
城
址□

国 
 

滝
山
城
址
は
、
八
王
子
市
の
北
端
、
多

摩
川
と
秋
川
の
合
流
点
の
南
側
に
広
が
る

「
都
立
滝
山
自
然
公
園
」
の
中
ほ
ど
に
あ

り
、
多
摩
川
を
望
む
標
高
百
六
十
ｍ
の
丘 

に
あ
る
。 

国
指
定
の
史
跡
滝
山
城
は
、
戦
国
時
代

の
中
頃
、
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
に
武

蔵
野
国
守
護
代
の
大
石
定
重
が
こ
の
城
の

北
西
一
・
五
㎞
の
高
月
城
か
ら
移
り
築
城

し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。 

定
重
の
子
定
久
の
と
き
北
条
氏
康
の

支
配
を
受
け
、
そ
の
子
氏
照
を
養
子
に
迎

え
て
、
滝
山
城
は
大
石
氏
か
ら
北
条
氏
照

の
居
城
と
な
っ
た
。
氏
照
は
さ
ら
に
城
を

改
築
し
た
。
そ
の
規
模
雄
大
か
つ
巧
知
な

丘
陵
城
郭
は
、
当
時
関
東
屈
指
の
山
城
と

賞
賛
さ
れ
た
。
本
丸
、
中
の
丸
、
二
の
丸
、

空
堀
な
ど
の
巧
み
な
遺
構
に
そ
れ
が
う
か

が
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
杉
謙
信
、
武
田
信
玄
な
ど
か
ら
猛
攻

を
受
け
た
滝
山
城
だ
が
、な
か
で
も
信
玄
、

勝
頼
父
子
に
よ
る
永
禄
十
二
年
（
一
五
六

九
）
九
月
の
城
攻
め
は
、
熾
烈
を
極
め
た

と
い
わ
れ
る
。
後
に
北
条
氏
照
は
領
地
の

備
え
を
よ
り
固
め
る
た
め
、
南
西
約
九
㎞

の
地
に
八
王
子
城
を
築
き
、
滝
山
城
か
ら

移
っ
た
。移
転
の
時
期
は
定
か
で
は
な
く
、

天
正
の
中
頃
（
一
五
八
〇
年
代
）
と
推
測

さ
れ
る
。
中
世
の
貴
重
な
城
郭
で
あ
る
。 

                 

瀧山古城跡往古蔵王権現 
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滝
山
城
の
築
城
主 

 

滝
山
丘
陵
に
山
城
を
構
築
し
た
の
は
八

王
子
の
豪
族
大
石
源
三
定
重
で
あ
っ
た
。

大
石
は
木
曽
義
仲
の
流
れ
を
汲
む
信
濃
源

氏
の
一
族
で
、
信
濃
国
大
石
郷
を
所
有
し

て
い
た
た
め
姓
に
し
た
。延
文
元
年(

一
三

五
六)

武
蔵
国
に
移
り
、最
初
居
館
を
設
け

た
の
は
あ
き
る
野
市
二
宮
で
あ
っ
た
。
と

き
に
南
北
朝
抗
争
の
戦
乱
時
代
で
あ
り
、

情
勢
の
不
安 

か
ら
案
下
の
山
奥
に
山
城
を
築
き
移
っ
た
。 

長
禄
年
間(

一
四
五
七
～
六
〇)

、
関
東

は
古
河
公
房
対
両
上
杉
家
と
の
衝
突
が
始

ま
る
と
、
大
石
は
山
内
上
杉
に
属
し
、
戦

功
を
立
て
た
。
そ
の
後
案
下
城
は
地
理
的

に
不
便
で
あ
り
、
高
月
城
に
引
越
し
た
。

当
時
の
領
有
地
は
西
武
蔵
五
六
村
と
い
う
。

高
月
在
城
七
十
有
余
年
、大
永
元
年(

一
五

二
一)

高
月
の
東
一
・
五
㎞
ば
か
り
離
れ
た

滝
山
に
築
城
を
開
始
し
た
。 

文
明
十
八
年(

一
四
八
六)

太
田
道
灌

が
扇
谷
定
正
に
殺
さ
れ
る
や
再
び
山
内
、

扇
谷
の
権
力
抗
争
が
復
活
。明
応
四
年(

一

四
九
五)

、 

小
田
原
の
北
条
早
雲
を
拠
よ

り
、
大
石
定
重
は
北
条
方
に
属
し
、
上
杉

を
見
限
っ
た
。 

  

●
滝
山
城
第
二
の
城
主 

戦
国
時
代
に
小
田
原
に
本
拠
を
お
い

た
北
条
氏
三
代
目
の
氏
康
は
、
早
雲
の
孫

に
あ
た
る
。
氏
康
は
勢
力
を
今
の
千
葉
県

か
ら
埼
玉
県
ま
で
拡
大
し
、
各
地
に
城
を

つ
く
っ
た
。 

氏
照
は
こ
の
氏
康
の
三
男
で
、
今
の
八

王
子
周
辺
を
治
め
て
い
た
大
石
氏
が
、
北

条
氏
の
支
配
下
に
な
っ
た
関
係
で
そ
の
領

地
を
継
ぎ
、
滝
山
城
の
城
主
に
な
る
。
そ

の
後
、
八
王
子
城
に
移
り
八
王
子
城
主
と

な
っ
た
。
氏
照
は
城
を
つ
く
る
技
術
や
戦

い
の
方
法
、
さ
ら
に
は
周
辺
武
将
と
の
交

流
に
す
ぐ
れ
た
手
腕
を
持
っ
て
い
た
武
将

で
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
、
天
正
十
八
年(
一
五
九
○)

、

豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
本
拠
の
小
田
原
城
が

包
囲
さ
れ
た
時
、
氏
照
は
主
だ
っ
た
武
将

を
ひ
き
つ
れ
、
兄
の
四
代
目
氏
政
と
そ
の

子
氏
直(

五
代
目
城
主)

ら
と
と
も
に
小
田

原
城
に
い
た
。
そ
の
た
め
八
王
子
城
は
城

主
を
欠
い
た
ま
ま
、
六
月
二
十
三
日
わ
ず

か
一
日
で
落
城
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

そ
の
後
氏
直
は
高
野
山
に
流
さ
れ
た
が
、

氏
照
は
氏
政
と
と
も
に
秀
吉
か
ら
切
腹
を

命
じ
ら
れ
た
。
当
主
氏
政
は
と
も
か
く
、

氏
照
も
こ
の
世
か
ら
葬
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
秀
吉
の
脳
裏
に
は
、
戦
国
武
将

氏
照
へ
の
高
い
評
価
と
畏
怖
の
念
が
あ
っ

た
と
い
え
る
。
小
田
原
開
城
三
日
後
の
七

月
九
日
、
北
条
氏
政
と
氏
照
の
兄
弟
は
、

城
下
の
田
村
按
栖
宅
に
身
柄
を
移
さ
れ
た

の
ち
、
七
月
十
一
日
に
自
刃
さ
せ
ら
れ
、

そ
の
首
は
小
田
原
で
梟
首
さ
れ
た
。
し
か

し
氏
照
の
首
は
、
そ
の
夜
半
何
者
か
が
盗

み
出
し
て
、
の
ち
元
八
王
子
の
宗
関
寺
に

葬
ら
れ
て
い
る
。
体
の
方
は
八
王
子
市
の

由
木
の
永
林
寺
に
葬
ら
れ
た
と
の
伝
承
が

あ
る
。 

ま
た
、
青
梅
市
柚
木
の
即
清
寺
に
は
、

源
頼
朝
、
畠
山
重
忠
の
位
牌
と
と
も
に
北

条
氏
照
の
位
牌
が
あ
る
。｢

青
霄
院
殿
透
岳
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宗
関
大
居
士｣

と
い
う
戒
名
を
表
面
に
、裏

面
に
は
「
八
王
子
神
宮
寺
城
主 

北
条
睦

奥
守
氏
照
」
と
俗
名
を
記
し
て
祀
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
北
条
氏
照
が
い
か

に
人
間
性
豊
か
な
武
将
と
し
て
、
地
域
の

人
々
に
慕
わ
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
な

お
、
北
条
氏
照
が
最
後
を
迎
え
た
小
田
原

城
下
町
の
田
村
安
栖
は
日
野
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
西
党
日
奉
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
。 

  

●
滝
山
城
最
大
の
合
戦 

 

・
永
禄
十
二
年(

一
五
六
九)

三
増
峠
（
み 

ま
せ
と
う
げ
）
の
戦
い
。 

神
奈
川
県
愛
甲
郡
愛
川
町
の
三
増
付

近
で
行
わ
れ
た
武
田
信
玄
と
北
条
氏
照
・ 

氏
邦
の
戦
い
。
武
田
信
玄
が
一
子
勝
頼
を 

奇
手
の
総
大
将
と
し
て
攻
撃
し
甲
斐
勢
二 

の
丸
ま
で
進
攻
す
る
。信
玄
は
出
馬
せ
ず
。 

武
田
勢
の
総
大
将
勝
頼
は
本
陣
を
拝
島
大

日
堂
し
、
長
槍
・
鉄
砲
戦
を
と
っ
た
。
城 

主
氏
照
は
二
の
丸
二
階
門
に
立
ち
、
敵
味 

方
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
で
、
鉄
砲
、
狙
い 

矢
が
し
ば
し
ば
飛
ぶ
中
で
采
配
し
た
が
、 

結
果
は
武
田
軍
が
勝
利
す
る
。
氏
照
は
こ 

の
戦
い
に
お
い
て
滝
山
城
の
戦
略
的
不
備 

を
体
験
し
た
。
特
に
小
銃
戦
に
於
け
る
不 

利
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
八
王
子
に
山
城 

を
築
い
て
移
城
す
る
方
針
を
と
っ
た
。 

           

●
滝
山
城
の
特
徴 

 

滝
山
城
の
主
郭
は
本
丸
で
あ
り
、
こ
れ 

ら
の
西
北
部
に
は
数
多
く
曲
輪
群
が
あ
る
。 

本
丸
と
中
の
丸
の
間
は
巨
大
な
空
堀
で
断

ち
切
ら
れ
て
独
立
し
て
い
る
。
本
丸
に
は

枡
形
虎
口
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
二
の
丸

か
ら
の
枡
形
虎
口
で
、
二
重
虎
口
と
な
っ

て
い
る
上
に
、
引
橋
が
架
け
ら
れ
た
構
造

と
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
西
面
に
下

る
た
め
の
虎
口
で
あ
る
。
本
丸
と
中
の
丸

の
間
が
第
一
の
防
護
壁
で
、
中
の
丸
と
二

の
丸
の
間
が
第
二
の
防
護
壁
で
あ
る
。 

第
三
の
防
護
壁
は
、
二
の
丸
の
空
堀
か

ら
外
へ
出
る
た
め
の
枡
形
虎
口
と
馬
出
か

ら
な
り
、
曲
輪
群
を
取
り
込
む
よ
う
に
第

四
の
防
護
壁
と
し
て
空
堀
が
築
か
れ
て
い

る
。 第

一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
そ
れ
ぞ
れ 

が
重
層
的
な
防
護
を
持
つ
が
、と
り
わ
け
、 

第
三
、
第
四
の
長
大
な
防
護
壁
は
馬
出
と 

枡
形
虎
口
を
設
置
す
る
と
い
う
非
常
に
手 

の
込
ん
だ
技
巧
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

明
ら
か
に
内
外
の
区
分
け
が
防
護
に
お
い 

て
も
、
政
治
的
に
も
厳
然
と
区
分
さ
れ
て 

い
る
。 

中
核
部
の
虎
口
に
は
馬
出
を
作
ら
ず
、 

枡
形
虎
口
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ 

も
戦
国
末
期
の
城
郭
の
様
相
を
呈
し
て
お 

り
、
北
条
氏
照
の
城
の
特
徴
と
い
え
る
。 

 

史跡 三増合戦場 
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●
大
手
口
（
城
の
表
口
） 

 

旧
甲
州
街
道
（
現
滝
山
街
道
）
よ
り
北

に
入
っ
た
場
所
に
木
戸
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
進
む
と
薄
暗
い
堀
の
中

へ
と
入
り
、
急
に
ク
ラ
ン
ク
し
な
が
ら
小

宮
曲
輪
の
下
に
出
る
。 

                 

●
小
宮
曲
輪 

 

滝
山
城
内
を
描
い
た
慶
安
古
図
に
は

「
小
宮
曲
輪 

屋
敷
」
と
あ
り
、
家
臣
の

屋
敷
地
で
あ
り
、
信
濃
・
刑
部
・
カ
ゾ
ノ

屋
敷
と
同
様
、
二
の
丸
の
外
側
に
家
臣
団

屋
敷
を
設
け
、
内
郭
の
一
次
防
御
壁
を
構

成
し
て
い
た
。 

 

曲
輪
は
東
西
に
長
い
不
整
形
で
南
か
ら

西
に
深
い
空
堀
を
巡
ら
し
て
お
り
、
防
護

上
重
要
な
曲
輪
で
あ
っ
た
。 

             

●
山
の
神
曲
輪 

 

合
戦
が
起
き
た
時
に
民
衆
の
避
難
場
所

だ
っ
た
と
こ
ろ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
山
の

神
は
滝
山
城
の
一
番
北
に
あ
り
、
集
落
の

人
が
古
く
か
ら
伝
え
て
き
た
民
間
信
仰
の

山
に
あ
る
。
現
在
は
祠
す
ら
も
な
い
が
、

多
摩
川
を
見
下
ろ
す
景
色
は
見
事
で
あ
る
。 

                

大手口から入り、天野坂から枡形虎口へ 

山の神曲輪から見た、 
多摩川と昭島方面を望む 

小宮曲輪 
高い切通しを登ったところ 



5 
 

●
湧
水
を
溜
め
た
池
址 

 

千
畳
敷
の
西
側
下
に
堰
を
造
り
、
湧
水

を
溜
め
た
で
あ
ろ
う
池
址
。
中
心
部
に
は

弁
天
島
、船
着
き
場
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

ま
た
池
の
底
に
黒
い
土
を
入
れ
、
深
さ
が

分
か
ら
な
い
様
に
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

城
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
後
、
領
民
は

そ
の
黒
土
を
使
っ
て
着
物
を
染
め
た
と
伝

わ
っ
て
い
る
。 

              

●
本
丸 

 

城
の
中
で
中
心
と
な
る
場
所
。
合
戦
の

時
は
、
城
主
が
立
て
籠
も
っ
て
戦
う
場
所

と
さ
れ
る
。
本
丸
と
中
の
丸
の
間
に
木
橋

が
架
か
っ
て
い
た
。
こ
こ
は
重
要
な
場
所

で
、
他
の
曲
輪
か
ら
切
り
離
さ
れ
独
立
で

き
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
。
本
丸
の
周

り
に
は
、
小
規
模
な
曲
輪
が
多
く
造
ら
れ

て
い
る
。 

              

●
金
比
羅
社 

国
史
跡
滝
山
城
本
丸
櫓
台
に
鎮
座
す

る
金
比
羅
社
は
、
天
明
年
代
に
滝
村
持
ち

で
造
営
さ
れ
た
こ
と
が
新
編
武
蔵
風
土
記

稿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
か
ら

本
丸
一
帯
は
麓
の
滝
村
（
現
八
王
子
市
高

月
町
滝
地
区)

持
ち
で
、年
貢
の
免
除
地
と

し
て
受
け
継
が
れ(

地
区
の
氏
神
駒
形
神

社
境
外
地)

て
い
る
。滝
の
城
山
と
も
呼
ば

れ
、
広
く
滝
山
城
の
名
を
後
世
に
伝
え
て

い
る
。 

            

本丸裏にある金毘羅社 

湧水を溜めた池址 

本丸から見た多摩川昭島方面 
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●
本
丸
の
井
戸 

 

本
丸
に
は
、
築
城
時
か
ら
あ
る
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
井
戸
が
あ
る
。
し
か
し
、
本

格
的
な
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
当

時
か
ら
の
井
戸
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
時
代
に
は
主
に
「
ま
い
ま
い
ど
」
と

い
う
、
蝸
牛
形
に
掘
っ
て
い
く
技
法
が
多

い
。
直
線
的
に
掘
り
下
げ
て
、
内
部
も
石

積
み
で
囲
っ
て
固
定
す
る
方
式
は
少
な
い

と
す
る
説
も
あ
る
。 

             

●
霞
神
社 

 

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
五
月
一

日
、
当
時
の
在
郷
軍
人
会
加
住
村
分
会
の

呼
び
か
け
で
、滝
山
城
跡(

滝
地
区
の
鎮
守

駒
形
神
社
の
境
外
地)

に
創
建
し
た
。 

 

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）、
加
住
村

遺
族
会
が
結
成
さ
れ
、
後
に
加
住
地
区
遺

族
会
が
引
き
継
い
で
神
社
の
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
る
。 

              

●
引
橋 

 

中
の
丸
か
ら
本
丸
に
通
ず
る
間
に
は
、

深
い
堀
（
切
通
し
）
が
あ
る
。
そ
こ
に
引

橋
（
し
き
は
し
・
し
く
は
し
）
が
あ
る
。

こ
の
橋
は
、
敵
が
攻
め
て
来
た
と
き
、
片

方
か
ら
引
い
て
侵
入
を
食
い
止
め
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
。
滝
山
城
跡
に
は
数
か
所

残
っ
て
い
る
と
い
う
。 

               
霞 神 社 

本丸から中の丸に通じる引橋 

本丸に当時からあるという井戸 
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●
中
の
丸 

 

中
の
丸
（
曲
輪
）
の
出
入
り
口
（
虎
口
）

は
、
枡
形
虎
口
と
い
い
、
直
進
の
敵
を
防

ぐ
形
に
造
ら
れ
て
い
る
。
当
時
は
、
木
戸

（
門
）
が
あ
り
、
簡
単
に
は
入
れ
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
周
り
に
は
土
塁
（
土

手
）
が
残
っ
て
お
り
、
隅
櫓
が
建
て
ら
れ

て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
桜
の
根
元
に
鎧

武
者
が
現
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
。

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
刻
ま
れ
た
小
さ
な

石
塔
が
建
っ
て
い
る
。
中
の
丸
北
側
か
ら

多
摩
川
、
秋
川
方
面
が
望
ま
れ
る
。 

                        

                

●
二
の
丸 

 

二
の
丸
は
浅
い
堀
に
よ
っ
て
二
つ
に
分

か
れ
、
そ
の
一
つ
が
今
で
は
本
丸
に
通
じ

る
歩
道
と
な
っ
て
い
る
。
虎
口
は
三
か
所

あ
り
、
出
入
り
口
の
先
に
は
馬
出
（
う
ま

だ
し
）
と
呼
ぶ
小
さ
な
曲
輪
が
造
ら
れ
て

い
る
。 

中の丸北側から見た全景 

中
の
丸
の
桜
の
根
元
に
あ
る 

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
石
碑 

昔
、
鎧
の
武
者
が
出
た
と
い
う
伝
説

が
あ
る
。 

中の丸から多摩川を望む 

引橋下からみた風景 
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●
千
畳
敷 

 

慶
安
古
地
図
で
は
、
現
在
の
中
の
丸
が

千
畳
敷
と
記
さ
れ
て
い
る
。
名
の
変
遷
事

情
も
、
建
造
物
等
の
存
在
も
定
か
で
は
な

い
。
北
側
か
ら
山
の
神
曲
輪
が
望
め
る
。 

 

こ
の
千
畳
敷
は
、
昭
和
ま
で
畑
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。 

 

           ●
信
濃
屋
敷
跡 

 
当
時
、
信
濃
守
を
名
乗
れ
る
者
は
大
石

定
基
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
曲
輪
は
三
ヶ
所
に
仕
切
ら
れ
、
三

名
の
重
臣
の
屋
敷
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

南
東
尾
根
続
き
に
堀
を
設
け
、
木
橋
が
架

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
橋
も
引
橋
だ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
近
く
に
は
、
一

人
が
や
っ
と
通
れ
る
ほ
ど
の
細
い
土
橋
が

造
ら
れ
て
お
り
、
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
よ
う

な
構
造
に
な
っ
て
い
る
。 

 

                        
千畳敷と西馬出 

信濃屋敷跡 木 橋 

二 の 丸 
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②
滝
山
の

御
嶽
神
社 

丹
木
町
二
―
二
九
四 

勧
請 

金
峰
山
金
剛
院
が 

吉
野
金
峰
山
蔵
王
堂
に
遷
座 

祭
神 

日
本
尊
命 

社
宝 

木
造
蔵
王
権
現
立
像 

 
 

百
六
十
㎝ 

一
体 

 
 
 

木
造
十
一
面
観
音
立
像 

 

百
六
十
六
㎝ 

百
六
十
二
㎝ 

二
体 

 
 
 

木
造
菩
薩
形
立
像 

 
 
 

百
五
㎝ 

一
体 

開
創 

康
永
二
年
（
一
三
四
二
） 

 
 
 

康
安
四
年
（
一
六
五
一
） 

二
十
五
石
の
朱
印
状
を
拝
領 

例
祭 

四
月
十
五
日 

 

滝
山
城
址
に
接
す
る
小
高
い
位
置
に
あ

る
。
丹
木
町
・
加
住
町
の
辺
り
は
奈
良
の

吉
野
山
を
模
し
て
、
古
く
か
ら
修
験
の
地

と
し
て
開
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
御
嶽
神

社
も
古
く
は
蔵
王
堂
と
呼
ば
れ
、
修
験
道

場
と
し
て
近
郷
の
修
験
者
が
集
ま
り
護
摩

修
業
を
行
っ
て
い
た
。 

 

神
社
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
木
造
四
体

の
仏
像
は
、
い
ず
れ
も
東
京
都
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
立
像
は
、

平
安
時
代
の
一
木
造
り
の
像
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、腐
食
が
進
ん
で
い
る
。そ
の
外
、

神
社
脇
の
安
置
場
に
は
沢
山
の
木
造
の
仏

像
等
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

                 

土橋 
南馬出の近く、カゾノ屋敷の傍 

祠 
土橋の脇の櫓跡に安置されている 

御嶽神社 
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③
九
本
桜 

 

滝
山
城
の
東
側
を
通
り
、
少
林
寺
方
面

と
小
宮
方
面
に
行
く
三
差
路
が
あ
る
。
そ

こ
か
ら
小
宮
方
面
に
行
っ
た
左
側
の
脇
に

大
木
の
桜
が
生
え
て
い
る
。
根
元
が
九
本

あ
る
こ
と
か
ら
「
九
本
桜
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。 

九
は
苦
に
繋
が
る
と
言
わ
れ
、
花
の
季

節
に「
今
の
苦
労
か
ら
お
助
け
く
だ
さ
い
」

と
手
を
合
わ
せ
て
願
う
と
桜
花
が
散
り
、

苦
労
事
も
一
緒
に
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
る

と
い
う
説
話
が
残
っ
て
い
る
。 

           

●
戦
国
哀
話 

永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
北
条
氏
照
の

攻
撃
を
受
け
、
落
城
し
た
辛
垣
城
（
か
ら

か
い
じ
ょ
う
）の
三
田
綱
秀
の
娘
笛
姫
は
、

滅
亡
後
秋
川
の
ほ
と
り
に
庵
を
つ
く
り
暮

ら
し
て
い
た
。
あ
る
と
き
氏
照
は
狩
の
帰

り
に
美
妙
な
笛
の
音
を
聴
き
、
そ
の
主
を

探
さ
せ
た
と
こ
ろ
笛
姫
で
あ
っ
た
。
氏
照

は
笛
姫
を
滝
山
城
に
招
き
、
一
曲
を
所
望

し
た
。
笛
姫
は
一
族
を
滅
ぼ
し
た
仇
敵
氏

照
の
隙
を
見
て
切
り
つ
け
た
。
し
か
し
、

氏
照
も
同
じ
く
笛
が
好
き
だ
っ
た
縁
か
ら
、

怨
讐
を
忘
れ
滝
山
城
に
と
ど
ま
る
よ
う
に

勧
め
た
。
こ
う
し
て
二
人
の
間
に
愛
情
が

芽
生
え
た
と
き
、
氏
照
の
妻
比
佐
が
嫉
妬

の
う
え
笛
姫
を
刺
殺
し
た
。
氏
照
は
笛
姫

の
死
を
哀
れ
と
思
い
、
懇
ろ
に
弔
っ
て
や

っ
た
と
い
う
。 

      

木
造
蔵
王
権
現
立
像
（
左
正
面
） 

九 本 桜 

笛姫愛情の石 

平安時代のものと云われている仏像 
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④
金
龍
山

少
林
寺 

滝
山
町
二
ー
六
六
五  

宗
派 

単
立
（
か
つ
て
曹
洞
宗
） 

本
尊 

釋
迦
如
来
脇
立 

文
珠
菩
薩
普
賢

菩
薩
（
開
基
北
条
氏
照
寄
進
） 

寺
宝 

釈
迦
三
尊
仏
像
（
元
亀
二
年
北
条 

氏
照
寄
進
） 

大
般
若
経
六
百
巻
（
安
永
二
年
） 

地
蔵
菩
薩
像
（
元
和
元
年
建
立
） 

大
湟
槃
画
像
壱
軸
（
明
治
二
十
年

寄
付
） 

北
条
氏
照
よ
り
拝
領
の
鞍
と
鐙 

北
条
氏
照
妻
女(

比
佐
の
方) 

寄
進
の
茶
臼
と
古
茶
釜
壱
個 

開
山 

桂
厳
暁
嫩
大
和
尚 

（
氏
照
の
乳
母
の
子
） 

開
基 

滝
山
城
主
北
条
氏
照 

開
創 

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
） 

徳
川
家
光
よ
り
慶
安
元
年
（
一
六
四

八
）
朱
印
二
十
五
石
を
賜
る
。
末
寺
十
数

ケ
寺
を
有
し
、
檀
家
の
七
割
は
北
条
家
臣

団
の
末
裔
で
あ
る
。
滝
山
城
の
東
南
の
山

麓
の
景
勝
地
、
滝
の
池
の
ほ
と
り
に
草
庵

を
結
ん
だ
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。場
所
は
、

四
方
が
山
に
囲
ま
れ
、
出
入
口
が
辰
巳
と

い
う
四
神
相
応
の
地
で
氏
照
の
住
居
だ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

寺
の
南
側
に
滝
山
街
道
が
あ
り
、
横
山

宿
、八
日
市
宿
、八
幡
宿
の
地
名
も
残
り
、

現
在
の
八
王
子
町
並
の
元
が
こ
こ
だ
と
わ

か
る
。 

宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
～
一
七
一
一
）

の
火
災
に
よ
り
山
門
、
本
堂
、
庫
裡
、
禅

堂
、
衆
寮
、
開
山
堂
、
鐘
楼
前
の
二
百
ｍ

に
及
ぶ
杉
並
木
も
焼
失
し
た
。
そ
の
後
復

興
さ
れ
た
も
の
の
、
明
治
十
年
（
一
八
七

七
）
の
火
災
で
再
度
堂
宇
を
焼
失
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
近
代
的
な

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
本
堂
を
再
建
。 

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
宗
派
は

曹
洞
宗
よ
り
単
体
法
人
に
転
向
し
て
い
る
。 

      

                        

少 林 寺 本 堂 内 

八王子のゆるキャラ 
たき防 
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●
涅
槃
図 

 

こ
の
涅
槃
図
の
歴
史
は
古
く
、
約
五
百

年
前
の
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
頃
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
以
前
は
、
腐
食
が
進
ん

で
い
た
た
め
賦
色
作
業
を
施
し
、
現
在
の

大
き
な
涅
槃
図
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。 

 

                        

●
地
蔵
菩
薩 

 

本
堂
の
左
側
拝
殿
に
は
、
少
林
寺
地
蔵

菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
地
蔵
は
、

釈
迦
入
滅
後
、
弥
勒
が
出
現
す
る
ま
で
の

間
、
現
世
に
と
ど
ま
っ
て
衆
生
を
救
う
と

い
う
。 

説
明
板
に
は
、 

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
奉
安  

当
山
五
世 

海
雲
太
鯨 

代 

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
修
復 

当
山
廿
四
世 

大
覚
創
元 

代 

と
明
記
し
て
あ
る
。 

  

お釈迦さま 

涅 槃 図 

地
蔵
菩
薩 
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⑤
薬
師
様
と
六
地
蔵 

 

少
林
寺
に
向
か
う
滝
山
古
路（
寺
谷
戸
、

中
山
谷
戸
）
の
辻
、
右
側
に
は
薬
師
様
を

中
央
に
し
て
六
地
蔵
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
蔵
は
、
八
日
市
宿
の
人
達
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
左
側
に

は
庚
申
塔
や
地
蔵
様
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
八
幡
宿
の
人
達
に
よ
っ
て
、
建
立

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、

無
病
息
災
、
疫
病
退
散
を
祈
願
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
説
に
は
、
度
重
な

る
戦
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
の
霊
を
慰
め

る
た
め
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

          

                        

◆
城
下
町
の
変
遷 

 

現
在
の
滝
山
一
丁
目
、
滝
山
街
道
が
通

る
一
・
五
㎞
付
近
に
は
、
北
条
氏
照
以
前

の
城
主
大
石
定
久
時
代
か
ら
横
山
、
八
日

市
、
八
幡
の
地
名
が
あ
り
、
市
場
が
開
か

れ
て
い
た
。
氏
照
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら

は
、
宿
場
や
市
の
推
進
が
一
層
進
め
ら
れ

て
い
っ
た
。
ま
た
、
滝
山
城
下
の
滝
山
街

道
が
通
る
丹
木
町
付
近
に
は
、
領
主
に
近

い
家
臣
や
職
人
、
商
人
（
あ
き
な
い
び
と
）

の
集
団
が
住
む
滝
山
宿
が
あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。 

 

横
山
、
八
日
市
、
八
幡
の
三
地
名
は
、

氏
照
が
八
王
子
城
に
移
っ
て
か
ら
も
地
名

を
移
し
て
い
る
。
さ
ら
に
現
在
の
八
王
子

市
内
に
移
さ
れ
、
町
名
と
し
て
残
っ
て
い

る
。 

 

ま
た
、
氏
照
が
庇
護
し
て
い
た
と
い
う

極
楽
寺
が
丹
木
町
二
丁
目
付
近
に
、
大
善

寺
が
丹
木
町
一
丁
目
か
ら
梅
坪
町
の
中
間

付
近
に
建
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
ほ
か

に
善
能
寺
、
本
立
寺
、
善
龍
寺
も
滝
山
城

下
に
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
極
楽
寺
の

六地蔵と薬師さま 

地蔵尊と庚申塔 薬師さま（中央）と六地蔵 
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西
に
「
み
ょ
う
お
う
し
た
」
と
い
う
地
名

が
あ
る
。「
明
王
」
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
や

不
動
明
王
坐
像
の
伝
え
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

宝
生
寺
の
旧
在
地
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

◆
谷
戸
（
や
と
・
や
つ
）
の
地
名 

 

滝
山
城
下
に
は
氏
照
の
家
臣
、
寺
院
そ

れ
に
職
人
の
名
前
が
付
い
た
谷
戸
が
あ
る
。 

・
鍛
冶
谷
戸
（
か
じ
や
つ
） 

下
原
鍛
冶
の
関
係 

・
専
国
谷
戸
（
せ
ん
ご
く
や
つ
） 

専
国
院
と
い
う
修
験
の
寺
院
の
関
係 

・
寺
谷
戸(

て
ら
や
つ)

少
林
寺
と
の
関
係 

・
勘
解
谷
戸
（
か
げ
や
つ
） 

中
山
勘
解
由
左
衛
門
屋
敷
の
関
係
か 

・
将
監
谷
戸
（
し
ょ
う
げ
ん
や
つ
） 

氏
照
の
家
臣
の
関
係
か 

・
極
楽
寺
谷
戸
（
ご
く
ら
く
じ
や
つ
） 

極
楽
寺
と
の
関
係
か 

な
ど
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
蔵

屋
敷
跡
の
地
名
も
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

北
条
領
国
の
年
貢
収
納
蔵
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

◆
梅
坪
村 

こ
の
村
は
、
滝
山
村
の
飛
び
地
で
、
戸

数
十
戸
に
満
た
な
い
小
さ
な
分
村
だ
っ
た

と
い
う
。
滝
山
城
の
城
主
北
条
氏
照
が
、

梅
の
好
き
な
比
佐
御
前
の
た
め
に
梅
の
里

を
作
ら
せ
た
も
の
。
天
満
宮
は
そ
の
時
、

里
の
鎮
守
と
し
て
京
都
の
北
野
天
満
宮
か

ら
勧
請
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

  

⑥
梅
坪
天
神
社 

梅
坪
町 

祭
神 

天
穂
日
命(

あ
め
の
ほ
ひ
の
み
こ
と
） 

社
宝 
北
条
氏
照
寄
進
と
さ
れ
る
獅
子
頭 

 
 
 

三
体
、
江
戸
時
代
の
女
流
俳
人
松 

 
 
 

原
庵
星
布
の
「
神
垣
の
外
の
案
山 

 
 
 

子
の
あ
つ
さ
弓
」
他
六
十
八
名
に 

よ
る
、
文
化
元
年(

一
八
〇
四)

の 

扁
額
、
棟
札
五
枚 

創
建 

天
安(

八
五
七
～
九)
の
頃
、
北
野 

威
徳
天
神
を
奉
斉
し
、「
梅
坪
の 

天
神
」
と
称
し
た
。 

天
神
の
社
は
、
梅
坪
町
の
中
央
部
、
緑

に
囲
ま
れ
た
小
高
い
場
所
に
あ
る
。
新
編

武
蔵
風
土
記
稿
に
よ
る
と
、
社
地
二
百
坪 

南
向
き
に
九
尺
二
間
の
拝
殿
が
あ
る
と
記

さ
れ
て
い
る
。
除
地
は
四
反
一
歩
。
文
化

八
年(

一
八
一
一)

子
安
明
神
、
甲
明
神
を

合
祀
し
て
い
る
。 

 

現
在
の
社
殿
は
昭
和
四
十
七
年(

一
九

七
二)

に
造
営
し
た
。本
殿
は
入
母
屋
造
り
、 

拝
殿
は
流
れ
造
り
で
あ
る
。
境
内
社
と
し

て
稲
荷
社
が
あ
る
。
新
編
武
蔵
風
土
記
稿

に
は
、「
天
神
社
」
と
し
て
い
る
。
明
治
以

降
は
、
天
神
神
社
と
呼
び
、
八
王
子
市
史 

で
は｢

梅
坪
の
天
神｣

と
し
て
記
載
。
例
祭

に
は
市
指
定
文
化
財
簓
獅
子
舞
が
舞
わ
れ

て
い
た
。 

      

梅坪天神社全景 
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●
梅
坪
町
の

簓
さ
さ
ら

獅
子
舞

し

し

ま

い 
 

梅
坪
町
に
残
る
簓
獅
子
舞
は
、
旧
梅
坪

部
落
の
氏
神
で
あ
る
天
神
神
社
の
、
四
月

十
五
日
の
祭
礼
に
奉
納
す
る
慣
わ
し
が
あ

る
。 簓

獅
子
は
大
獅
子
、
中
獅
子
、
雌
獅
子

の
三
頭
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
服
装
は
紺
地

に
小
紋
の
竜
の
染
抜
更
紗
の
上
着
に
、
唐

草
文
様
の
裁
つ
着
付
け
ば
か
ま
、
手
っ
こ

う
、
た
び
、
わ
ら
じ
、
腹
鼓
で
あ
る
。
花

笠
は
少
女
の
役
目
で
、
波
に
千
鳥
の
振
袖

一
重
の
そ
ろ
い
着
、
赤
の
帯
を
締
め
、
緋

縮
緬
の
前
た
れ
を
た
ら
し
た
花
笠
を
か
ぶ

り
、
サ
サ
ラ
を
持
っ
て
い
る
。 

梅
坪
町
の
天
神
神
社
の
神
事
と
し
て
、

永
禄
年
間(

一
五
五
八
～
一
五
七
〇)

よ
り

｢

五
穀
豊
穣
、
悪
魔
退
散
、
災
難
消
除｣

を

祈
願
す
る
た
め
に
行
わ
れ
、
獅
子
舞
は
氏

照
が
獅
子
頭
を
寄
進
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
四
百
年
余
り
の
歴
史
が
あ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
行
列
は
世
話
人
、
太
刀
掛

り
、
山
の
神
、
花
笠
、
横
笛
の
順
に
並
び
、

神
社
総
代
谷
津
家
よ
り
出
発
。
神
社
境
内

で
十
二
庭
舞
わ
れ
た
が
、
昭
和
四
十
七
年

の
造
営
祝
賀
記
念
を
最
後
に
今
は
絶
え
て

い
る
。
舞
の
仕
立
て
は
石
川
町
の
竜
頭
の

舞
と
よ
く
似
て
い
る
た
め
、
地
元
で
は
春

獅
子
が
梅
坪
町
、
秋
獅
子
が
石
川
町
と
一

対
に
考
え
て
い
る
。 

                  

                        
梅坪のささら獅子舞 

梅坪神社のささら獅子頭 
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●
松
原
庵
星
布
等
の
扁
額 

 

松
原
庵
星
布
等
の
扁
額
が
梅
坪
天
神
社

に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
星
布
は
、
江
戸
期

屈
指
の
女
流
俳
人
で
あ
る
。
享
保
十
七
年

（
一
七
三
二
）、
横
山
本
宿
（
現
本
町
）
榎

本
家
に
一
人
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
津
戸

家
か
ら
婿
を
と
っ
た
。
延
享
四
年
（
一
七

四
七
）母
の
没
後
、継
母
仙
朝
を
迎
え
た
。

彼
女
の
影
響
で
俳
句
を
学
び
、
芝
紅
の
号

を
受
け
た
。
の
ち
、
第
一
世
松
原
庵
白
井

鳥
酔
に
入
門
。
糸
明
窓
の
号
を
受
け
た
。

師
没
後
、
同
門
の
春
秋
庵
白
雄
か
ら
指
導

を
受
け
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
八
月

松
原
庵
を
継
い
だ
。
白
井
鳥
酔
の
忌
日
、

剃
髪
し
尼
と
な
っ
た
。
寛
政
五
年
（
一
七

九
三
）
星
布
尼
句
集
を
出
し
、
こ
れ
が
き

っ
か
け
で
天
下
に
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
特
に
多
摩
地
方
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）

に
没
し
、
現
在
大
義
寺
に
眠
っ
て
い
る
。

東
京
都
旧
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

星
布
辞
世
の
句 

咲
く
花
も
ち
れ
る
も
阿
字
の
自
在
か
な 

                       

⑦
梅
坪
と
滝
山
の
地
蔵
様 

梅
坪
天
神
社
か
ら
東
へ
五
分
程
歩
く

と
新
道
の
右
側
に
地
蔵
な
ど
が
沢
山
安
置

さ
れ
て
い
る
。梅
坪
町
が
区
画
整
理
の
際
、

点
在
し
て
い
た
地
蔵
な
ど
を
一
ヶ
所
に
集

め
て
祀
っ
て
い
る
と
い
う
。 

ま
た
、
滝
山
街
道
か
ら
少
林
寺
へ
行
く

入
口
の
両
側
に
は
六
地
蔵
や
庚
申
塔
が
安

置
さ
れ
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
滝
山

城
周
辺
に
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
刻
ま
れ

た
石
塔
、
地
蔵
が
目
に
付
く
。 

 

滝
山
城
は
、
何
度
も
敵
に
攻
め
ら
れ
て

い
る
。
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
上
杉
謙

信
と
の
争
い
、
特
に
有
名
な
永
禄
十
二
年

（
一
五
六
九
）
十
月
一
日
、
甲
斐
の
武
田

信
玄
と
の
戦
い
は
す
さ
ま
じ
く
双
方
に
多

大
な
犠
牲
者
が
で
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中

に
は
、
家
来
の
屍
を
葬
る
た
め
に
建
て
ら

れ
た
石
仏
も
多
い
と
い
う
。
純
心
学
園
前

に
は
、こ
の
と
き
の
首
塚
が
あ
る
と
い
う
。 

 

滝
山
城
の
桜
は
、
植
林
か
ら
数
十
年
が

経
ち
見
事
で
あ
る
。 

 

俳
句
の
扁
額 
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●
子
授
け
様
（
御
嶽
講
） 

梅
坪
天
神
社
か
ら
近
く
、
南
の
森
に
子

授
け
の
明
神
さ
ま
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

小
さ
な
社
だ
が
、
吉
野
の
蔵
王
権
現
に
属

す
る
神
社
と
い
わ
れ
、
今
で
も
近
在
の
人

達
の
信
仰
を
あ
つ
め
て
い
る
。 

                 

◎
主
な
参
考
資
料 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
武
蔵
名
勝
図
会 

・
よ
み
が
え
る
滝
山
城 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

 
 

八
王
子
仏
教
協
会
青
年
部 

・
梅
坪
天
神
社
及
び
少
林
寺
資
料 

・
古
文
書
を
探
る
会
資
料 

・
民
族
芸
能 

・
中
世
城
郭
研
究 

・
武
蔵
野
郷
土
史
刊
行
究
会
資
料 

・
多
摩
の
あ
ゆ
み 多

摩
信
地
域
文
化
財
団 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
八
王
子
市
地
図 

・
滝
山
城
戦
国
絵
図 

・
書
に
み
が
か
れ
た
魂 

小
島
善
太
郎
著 

・
皇
国
地
誌 

・
都
立
滝
山
公
園
資
料 

・
大
石
氏
、
北
条
氏
の
系
図 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
昭
文
社 

子授けさま 

沢山の地蔵様 
梅坪と滝山の地蔵さま全景 



18 
 

                        

参 考 



19 
 

                        

                        



20 
 

        


